














































































































































































































































































































































冠白衣者、問答並如前。及将曙、文乃下堂中、如向法呼之。問曰「黄衣者誰也。 」曰「金也。在堂西壁下。 」 「青衣者誰也。 」曰「銭也。在堂前井
⑫
辺五歩。 」 「白衣者誰也。 」曰「銀也。在牆
⑬
東北角柱































































































































































































































































































































































































































































































































冠白衣者、問答並如前。及将曙、文乃下堂中、如向法呼之。問曰「黄衣者誰也。 」曰「金也。在堂西壁下。 」 「青衣者誰也。 」曰「銭也。在堂前井
⑫
辺五歩。 」 「白衣者誰也。 」曰「銀也。在牆
⑬
東北角柱























































































































































































































































































































































































⑩答曰、無之―この四字、 『太 に無し。⑪須臾、有一高冠青衣者―これ以下二つの問答は、 『芸文類聚』 、『初学記』 、 『太平御覧』四七二及び八一一、 『事類賦』に引く『捜神記』に無い。










































































































































































































































































また、この事は『捜神記』一八（ 『芸文類聚』六四、 『初学記』二四、『太平御覧』四七二、 八一一、 『事類賦注』九引）に見える。
































































































































































































































































































































































































⑩答曰、無之―この四字、 『太 に無し。⑪須臾、有一高冠青衣者―これ以下二つの問答は、 『芸文類聚』 、『初学記』 、 『太平御覧』四七二及び八一一、 『事類賦』に引く『捜神記』に無い。

























































⑧曰、大善―この三字、 御覧 八八四は「乃大喜」 （乃ち大い
に喜ぶ）に作る。
















































































































































































































































平広記』三二一に見える。また、この事は『捜神記』一六（ 『芸文類聚』九四、 『太平御覧』八二八、 九〇二引）に見える。































































































































































⑧曰、大善―この三字、 御覧 八八四は「乃大喜」 （乃ち大い
に喜ぶ）に作る。

























































































































































































































































を見つけ、それには祖父の姓名・年月がはっきりと記されていた。これ 視て嘆き悔やみ、そうして弓と矢を焼き捨ててしまった。【語釈】＊この話は『太平御覧』八八八に見える。 た、この事 『異苑』八（ 『初学記』二九、 『太平御覧』九〇六、 『太平広記』四四三引）に見える。














































































































































、晋興。 『晋書』地理志） 「楽安」二字、 『古小説鉤沈』
及び『太平御覧』八八八は「安楽」に作るが、 『異苑』に拠って







































































































































































































































































































」は、声の大きいさま。 『法苑珠林』 、 『太平
広記』 、 『捜神記』は、この二字の後に「然」字をおく。
⑰乃唾之―この三字 『太平御覧』三八七および『太平広記』 、 『捜




















































































を見つけ、それには祖父の姓名・年月がはっきりと記されていた。これ 視て嘆き悔やみ、そうして弓と矢を焼き捨ててしまった。【語釈】＊この話は『太平御覧』八八八に見える。 た、この事 『異苑』八（ 『初学記』二九、 『太平御覧』九〇六、 『太平広記』四四三引）に見える。














































































































































、晋興。 『晋書』地理志） 「楽安」二字、 『古小説鉤沈』
及び『太平御覧』八八八は「安楽」に作るが、 『異苑』に拠って














































































































































































































































































































































































を聞いて道士に会いに行った。言うには「どうか私を一度だけ死んだ妻に会わせて下されば、思い残すことはありません」と。そうして会う為の方法を教えた。そ で亡くなった妻 会うことができた。語り合って悲しみ喜び、そ 愛情は生きていた時と変わらなかった。暫く経ったころ、太鼓の音が恨めしげに響いた。扉から出ることが出来ないでい が、門を閉めて走った。衣服の裾が扉の間に挟まってしまったの 、引きちぎって去った だ それから数年後、この人が亡くなった。家族が彼を葬ろうとして 墓 開 て妻の棺を見ると、蓋の下に衣服の裾が挟まっていた。【語釈】＊この話は『文選』江文通雑体詩注および『太平御覧』八八四に見え
る。また、この事は『捜神記』巻二（ 『法苑珠林』一一六、 『太平御覧』五五一、 『太平広記』二八四引）に見える。


























































































































































































































































































































二字に、 『太平御覧』 八四は「時良久」 （時に良
や
や久しく て）
三字に作る。
⑤悢悢―かなしみいたむさま。 『捜神記』は「恨
こん
恨こん
」に作る。 『太平
御覧』八八四 この二字なし。
⑥不能出戸～蓋下有衣裾―この三十六字、 『太平御覧』八八四は
一一
340
